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小学校 体育科（平成 25年度）21 

第５学年 体育科学習指導案 

 

１ 単元名   ボール運動（ゴール型） 

「たくさん走って，たくさんシュート！エンジョイハンドボール！」 

 

２ 単元の目標 

 ○ 簡易化されたゲームで，ボール操作やボールを持たない時の動きを身に付けて攻防することがで

きるようにする。                                （技能） 

 ○ ルールを守り，友達と助け合いながら進んで運動に取り組んだり，安全に気を配ったりすること

ができるようにする。                               （態度） 

 ○ シュートチャンスエリアを用いて，フリーでパスをもらうための動きを考えたり，自分に合った

動きに気付いたりすることができるようにする。                   （思考） 

 

３ 評価規準 

 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 

単
元
の
評
価
規
準 

・ルールを守り，友達と助け合

いながら進んで運動に取り

組んだり，安全に気を配った

りしようとしている。 

・シュートチャンスエリアを用

いた攻め方を知るとともに，

チームに合った作戦を選ん

でいる。 

・簡易化されたゲームで，ボー

ル操作やボールを持たない

動きを身に付けて攻防する

ことができる。  

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①ルールを守って運動に取り

組んでいる。 

②友達と助け合って運動に取

り組んでいる。 

③安全に気を配っている。 

①シュートチャンスエリアを

用いて，チームに合った攻撃

の仕方を選んでいる。 

②フリーでボールをもらう動

きが分かり，チームに合った

攻撃の仕方を選んでいる。 

③攻防の中で，効果的な攻め方

を知り，チームに合った作戦

を選んでいる。 

①ボールを持っている時に，狙

ったところにパスやシュー

トができる。 

②ボールを持たない時に，敵の

いない場所に動いてフリー

でパスをもらうことができ

る。 

③シュートにつながる動きが

できる。 

 

４ 単元と指導の構想 

 （１）単元と児童 

アンケート調査や技能調査により，子どもはゴール型ゲームで「ゴールを決める」「シュートを打

つ」ことが楽しいと感じていることが分かった。しかし，どこからシュートを打てばよいか分からな

かったり，どうすればシュートチャンスとなる場所でフリーでパスをもらえるかが分からなかったり

するなど，ゲームの楽しさを全員が十分に味わえないでいることも分かった。 

  本単元は，ハンドボールを取り上げる。ハンドボールは，バスケットボールやサッカーに比べ

て子どもたちの運動経験も少なく，求められる運動の技能も高くない。そのため，今ある力でゲ

ームを楽しむことができるように易しいゲームから始める。そこでは，戦術的な気付きを促し，

それをチームで試しながら，自分たちのチームに合った攻め方でゴールに結び付くような工夫を

していきたい。 

本単元ではシュートの楽しさを味わわせるために「シュートチャンスエリア」「４対３のアウ

トナンバーゲーム」を取り入れた。さらに，ボールを持たない時の動きを身に付けさせるために

メインゲームの形式を易しいものから徐々に難しいものになるように段階的に設定する。また，

シュートチャンスを増やすためにゴールは台形ゴールにし，シュートが狙える範囲を広げた。 

  このように単元を進めていく中で，チームで協力し，どの子にもシュートの楽しさ，ゲームの楽し

さを味わわせたい。 
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 （２）指導の構想 

① ゲームの楽しさを味わわせる工夫－攻撃側有利となるゲームの設定－ 

   アンケートの結果，子どもにとってゲームの楽しさを感じるのは「シュートをする」「ゴールを 

決める」であった。そこで，ゲームの楽しさを味わわせるためにシュートチャンスが増え，ゴール 

が決まりやすい攻撃側有利となるゲーム形式の工夫をする。 

   １つ目は「シュートチャンスエリアの設定」である。ゴール前に，守備が入ることのできないシ 

ュートチャンスエリアを設定する。このエリアでボールをもらうと，キーパー以外の相手に邪魔さ 

れることなくシュートを打つことができる。 

   ２つ目は「４対３のアウトナンバーゲーム」である。コートにいるプレーヤーは４対４であるが， 

守備側にキーパーを一人付けることにする。こうすることで，攻撃側は４対３の状況で攻撃を組み 

立てることができる。守備側が一人少ないことで，パスを通しやすくなり，シュート前にフリーで 

パスをもらう状況を作りやすくすることができる。 

    

  ② ボールを持たない時の動きを身に付けさせる工夫－ゲームの形式の工夫－ 

ボールを持たない時の動きを身に付けさせるために，単元を通してゲームの形式を以下のように

段階的に設定し，考えさせていく。 

１つ目は「攻守の切り替え」である。単元前半は攻守の切り替えがない一方通行のゲームを行う。

攻守の切り替えがないことで，攻撃側は攻めることに集中できる。単元後半は攻守の切り替えがあ

るゲームを行い，攻防の中でそれまでの学習を生かしながらゲームを行わせる。 

２つ目は「シュートチャンスエリア」である。２時間目以降に設定し，大きさや位置を工夫し 

て設置する。そのエリアを設定することで，ボールを持たない子どもには，そのエリアを目印にし

て走り込み，ボールをもらってシュートを打とうとする姿が期待できる。３時間目以降は，シュー

トチャンスエリアをゴール正面にのみ設置する。子どもには，ただ走り込むのではなく，パスの出

し手とタイミングを合わせることや，守備に阻まれないようにして走り込む動きが期待できる。ま

た，シュートチャンスエリアでパスをもらうだけでなく，シュートチャンスエリアに入っておとり

になる動きや，守備の少ない場所でボールをもらう動きも引き出すことができる。 

        攻撃側      守備側     ボール 

      

 

 

                          

 

 

 

 

         

１時間目      ２時間目          ３～５時間目         ６～８時間目 

このように，易→難へと段階的にゲームを設定し，ゲームの楽しさを味わいながらボールを持た 

ない時の動きを身に付け，ゲームの中で発揮していくことができる子どもを目指す。 

 

  ③ ペアチームによる，作戦を試す時間の設定 

   チームで作戦を考えさせた後，ペアチームで作戦を試す時間を設定する。そうすることで，自分

たちの考えた作戦が通用するかどうか分かり，必要に応じて修正を加えることができる。また，守

備側の感想を聞くことで，どのような攻撃をすると守りにくいのか気付くことができる。 

   さらに，ペアチームでお互いの作戦が分かっているので，メインゲームの時に応援をしながら作

戦がうまくいっているかアドバイスをすることができる。 

 

④ ゲームの楽しさを味わわせるための教具の工夫 

   ハンドボールのシュートする楽しさ，ボールをつなぐ楽しさを味わわせるために，以下のように

ボール，ゴールを工夫する。 

シュートチャンスエリア 
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   ボールについては，子どもたちのボール操作を容易にするボールを用いる。人工皮革のボールよ

りも柔らかくて軽いため，パス，キャッチの技能が発揮しやすいと考える。また，柔らかいため，

ボールに対する恐怖感が少なくプレーをすることができると考える。 

   ゴールについては，台形ゴールを用いる。跳び箱２台とマットを用いて台形型のゴールを設置す

る。正面だけでなく左右からもシュートを狙うことができ，シュートチャンスを多く生み出すこと

ができる。左右からもシュートが狙えることで，子どもが様々な作戦を立てることができる。 

 

５ 指導と評価の計画（全８時間 本時４/８時間） 

次 時 主な学習活動 留意点 

評価規準 

番号は「３ 単元の評価規準」

と対応 

評価

対象 
関・意・態 思・判 技能 

１ 

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
た
め
の
課
題
を
見
付
け
よ
う 

１  

 

 

①ハンドボールのルー

ルを理解する。 

②攻守の切り替えのあ

る４対４のゲームを

行う。 

③ハンドボールを楽し

むためにどんなこと

が課題となるか考え

る。 

 

 

④ドリルゲームを行う。 

 

 

 

・実際に見本を見せながらルー

ルを確認する。 

・ペアチームで見合って課題を

見付ける。 

 

・課題を出させ，全体でまとめ

る。 

・子ども個人の困り感が弱い時

には「チームで楽しむため

に」という視点で考えさせ

る。 

・対面パスゲームの方法を教え

る。 

 

 

 

① 

③ 
  

全
員 

２ 
シ
ュ
ー
ト
が
入
り
や
す
い
場
所
を
見
付
け
よ
う 

２  

 

 

①ドリルゲームを行う。 

②シュートチャンスエ

リアを用いたゲーム

のルールを理解する。 

 

③４対３の一方通行ゲ

ームを行う。 

 

 

 

④振り返りを行う。 

 

 

 

・対面パスゲームを行う。 

・フリーでシュートが打てるよ

うに「シュートチャンスエリ

ア」を設定し，実際に動いて

ルールを確認する。 

・どこからシュートが入りやす

いかペアチームでアドバイ

スさせる。 

・ロングパスでの攻め方に気付

かせる。 

・シュートの入りやすかった場

所を振り返る。 

・気付いた動きを「シュートに

つながる技」とする。 

②  ① 
全
員 

ハンドボールのルールを知り，ゲームを通して自分たち 

の動きの課題を見付けよう。 

単元の課題  みんなでゲームを楽しむために，シュート

につながる技には，どんなものがあるのか？ 

シュートチャンスエリアを使って，シュートが入りやす 

い場所を見付けよう。 
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３ 

シ
ュ
ー
ト
チ
ャ
ン
ス
エ
リ
ア
を
使
っ
た
攻
撃
を
考
え
よ
う 

３  

 

 

①ドリルゲームを行う。 

 

②狭まったシュートチ

ャンスエリアを用い

たゲームのルールを

理解する。 

 

③シュートチャンスエ

リアを用いた攻撃の

作戦を考える。 

 

④４対３の一方通行ゲ

ームを行う。 

 

⑤振り返りを行う。 

 

 

 

・対面パスゲームまたはランパ

スゲームを行う。 

・前時の様子から，「シュート

チャンスエリア」をシュート

が入りやすかった場所（ゴー

ル正面）に狭める。見本を見

せて，ルールを理解させる。 

・作戦には，「シュートチャン

スエリアへの直接のパス」の

ほかに「エリア外からのシュ

ートと見せかけてエリア内

へパス」や「エリア内のプレ

ーヤーをおとりに使った動

き」があることに気付かせ

る。 

・チームに合った作戦を選ばせ

る。 

・シュートにつながるよい動き

を教師がその場でほめる。 

・気付いた動きを「シュートに

つながる技」とする。 

 ② ② 

Ａ
・
Ｂ
班
（
３
時
間
目
） 

 

Ｃ
・
Ｄ
班
（
４
時
間
目
） 

 

全
員
（
５
時
間
目
） 

４
（
本
時
）  ② ② 

５ 

②  ③ 

４ 

攻
防
を
し
な
が
ら
シ
ュ
ー
ト
チ
ャ
ン
ス
エ
リ
ア
を
使
お
う 

６  

 

 

①ドリルゲームを行う。 

 

②チームで作戦を考え

る。 

 

③攻守の切り替えのあ

る４対４のゲームを

行う。 

④振り返りを行う。 

 

 

 

 

・対面パスゲームまたはランパ

スゲームを行う。 

・これまで考えた「シュートに

つながる技」から，チームに

合った作戦を選ばせる。 

・攻守の切り替えがあることを

見本を見せて確認する。 

 

・どの作戦が使えたか振り返り

る。 

 ③ ③ 

Ａ
・
Ｂ
班
（
６
時
間
目
） 

Ｃ
・
Ｄ
班
（
７
時
間
目
） 

全
員 
 

（
８
時
間
目
） 

７ 

 ③ ③ 

８ 

②  ③ 

 

６ 本時の学習（全８時間 ４/８時間目） 

（１）本時のねらい 

  チームで動き方を話合ったり，ペアチームで作戦を試したりすることを通して，シュートチャンス 

エリアの周囲に守備が固まって攻撃が困難な時に，フリーでパスをもらうためにどんな動きをすれば

よいか分かる。                              

 

（２）本時の手だて 

① 子どもの困り感を生み出し左右のスペースを使った動きを引き出すゲーム形式の工夫（でき

シュートチャンスエリアを使ってシュートをする作戦

を考えよう。 

攻防の中でシュートチャンスエリアが使えるようにな 

ろう。 
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ルール 

・4対 4で行う。守備側の一人はキーパーとする。 

・シュートチャンスエリアには攻撃側 

のみ入れる。 

・ドリブルなし 

・１試合３分で攻守交替 

・エリアでボールをもらったらシュー 

トをする。 

・エリア内でボールをもらったら動いてもよい。 

る，楽しむ） 

     本時も，シュートチャンスエリアを使 

った攻撃のルールで，ゲームをすること 

を通して学習する。 

本時までに，子どもは，シュートチャン 

スエリアを使った攻撃のルールでゲームの    

楽しさを味わいながら，ボール運動を進め 

ている。しかし，進めていく中で，攻撃側 

には，エリア周辺に守備が固まり，エリ  

アを使って攻撃することが難しくなるな 

ど，児童が困る状況が生まれてきた。 

この困り感をもとに，エリアの左右の空いたスペースを使った攻撃を考えさせる学習に進

め戦術的課題をもたせるようにする。 

   

② 全チームに共通の課題をもたせる働き掛けの工夫（分かる） 

    本時の最初に子どもの困り感を表出させる。前時に多く見られた「シュートチャンスエリ 

アに守備が固まって攻撃しづらい」という状況について，実際にコートに子どもを立たせて

全体で困り感を共有する。そして，「ゴール前で守備が少ないところはどこですか」と問い，

左右のスペースに着目させる。どのチームにも「左右のスペースをどう使って攻めるか」と

いう共通の課題に絞り込んでいくことができる。 

   

③ チームに合った作戦を見付けさせるための，ペアチームでの試しのゲームの取り入れ（分 

かる） 

メインゲームに入る前に，教師が３つの作戦を示し，ペアチームでハーフコートゲームを 

行う。選択した作戦を試しのゲームで繰り返し実行することで，子どもたちが作戦を意識し

て実行できる。作戦がうまくいかなければ，チームに合うように作戦を変更したり，修正し

たりすることができる。 

 試しのゲーム後の振り返りでは，メインゲームに向けてどの作戦を使うことができるか確

認する。守備側チームは，その話合いで守っていた感想を伝え，守備側にとっての守りにく

い作戦をアドバイスすることができる。 

 

 

（３）本時の展開 

時 
学習活動・

内容 
教師の働き掛けと予想される児童の反応 ■評価  ・留意点 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面パス 

ゲームを 

行う。 

 

学習内容 

を確認す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１ 前よりもうまくボールがつながったぞ。 

 

 

 

 

 

Ｃ２ 確かにこんな状況になって攻撃しづらかったな。 

Ｃ３ シュートチャンスエリアにパスを出したいのに，守備が

固まってパスが出しにくいな。 

 

 

 

 

Ｃ４ 左右のスペースです。 

・チームごとに行わせる。 

 

 

 

・子どもをコートに立た

せて，エリアの前に守

備が固まっている状況

を提示する。 

・これまで出たシュート

につながる技が，通用

しないことに気付かせ

る。 

 

 

 

対面パスゲームをしましょう。 

前の時間は「シュートチャンスエリアを使ってシュートする

作戦を考えよう」をめあてにして学習しました。そこでこん

な状況が見られました。 

シュートチャンスエリアを守られた時の攻撃を考えよう。 

シュートチャンスエリアが守られた時，ゴール前で，守備が

少ないのはどこですか。 



6 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

課題をも 

ち，解決 

するため 

の作戦を 

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

試しのゲ 

ームを行 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインゲ 

ームを行 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り

を行う。 

 

 

 

Ｃ５ 一人ずつ左右にいって横からシュートをねらう，「サイ

ド」作戦をやってみよう。 

Ｃ６ 横からシュートをねらうと見せかけて，守備をおびきよ

せて，真ん中に戻して，シュートチャンスエリアにパスを

出す，「サイドから真ん中」作戦をやってみよう。 

Ｃ７ 横からシュートをねらうと見せかけて，守備をおびきよ

せて逆のサイドにパスを出す，「サイドからサイド」作戦を

してみよう。 

 

 

 

 

Ｃ８ サイド作戦を使うと守備がいて攻めにくいから，サイド

から真ん中作戦に変えてみよう。 

Ｃ９ サイド作戦をやってみたけどうまくいかなかったね。 

Ｃ10 じゃあ，サイドにパスすると見せかけて，シュートチャ

ンスエリアにパスするのがいいんじゃない。 

Ｃ11 前よりもうまくいったね。この作戦は使えそうだよ。 

Ｃ12 サイドから真ん中作戦をやってみたけどうまくいかな

かったね。サイドから真ん中に戻さないで直接シュート

チャンスエリアにパスできるんじゃない。 

Ｃ13 それ使えそうだね。次のゲームでやってみよう。 

Ｃ14 サイドからシュートすると見せかけてエリアにパスを

するのは守りにくかったよ。この作戦は守りづらいよ。 

 

 

Ｃ15 横からシュートすると見せかけて真ん中に戻してシュ

ートチャンスエリアにパスを出す作戦でいこう。 

Ｃ16 練習通りうまくいったぞ。 

Ｃ17 もう一度同じ作戦をやってみたけど，うまくいかない

な。タイミングが悪いのかな。 

 

 

 

 

 

Ｃ18 左右のスペースに走りこんでシュートをねらうサイド

作戦です。 

Ｃ19 ゴール左右のスペースでボールをもらって守備を引き

付けて真ん中に戻してシュートチャンスエリアにパスをす

るサイドから真ん中作戦です。 

・３つの作戦（「サイド」

「サイドから真ん中」

「サイドからサイド」）

を例示するが，チーム

で作戦を考えることが

できればそれも認め

る。 

 

 

 

 

 

・ゲーム後の振り返りで，

守備チームは守ったり

見たりして感じたこと

を伝えさせる。 

・作戦がうまくいってい

ないチームに教師が支

援に入る。 

（例）守備を引き付けられな

い。→動くタイミングを

教える。 

   

 

 

 

 

 

・ハーフコートで３分ゲ

ームを攻守交替で４回

行う。２試合行う。 

■ボールを持たない時

に，敵のいない場所に

動いてフリーでパスを

もらうことができる。

（技能：観察） 

 

 

・ワークシートに書かせ，

数名発表させる 

■フリーでボールをもら

う動きが分かり，チー

ムにあった攻撃を選ん

でいる。（思考・判断：

発言，ワークシート） 

 

  

ペアチーム同士でゲームを行い，作戦が使えるかを確かめよ

う。ゲーム後，使える作戦が見付かったかを振り返りましょ

う。 

相手チームとゲームをしましょう。 

今日のゲームで，一番使えた作戦はどの作戦でしたか。 

左右のスペースをどう使って攻めますか。これから紹介する

３つの作戦を手掛かりに考えてみよう。 


